• 

お 君 は、 やがて 駒 井能 登 守の 居間へ 通されました。 

能 登 守の 居間と いうの は、 そこへ 案内され たお 君が 

異様に 感じた ばかりでなく、 誰でも この 居間へ 来た も 

の は、 異様の 念に 打 たれない わけに は ゆかない もので 

あります。 それ は 畳なら ば 六十 畳 ほどの 広さ を 持 つ た 

じゅ-つたん 

居間に、 畳 を 敷いて あるので なく、 板張りに して 絨氈 

のよう な ものが 敷き詰められて ありました。 

その 広い 室の 中央と 片隅と に 卓子が 置かれて、 その 

周囲に は 椅子が 置かれて、 四方に は 明るく 窓が 切って 



の 御沙汰の お伝えが あつたに 違いない、 それ をお 銀 様 

が、 あの 気性で、 わたしに 話な しに 御 一存で お断わり 

なすって しまったに 違いない と、 お 君 はすぐ にそう 感 

づ いてみ ると、 お 銀 様に 言われた 言葉が いちいち 思い 

当る のであります。 お前が 行けば 殿様 は 喜んでお 会い 

下さる と、 お 銀 様が 断言した こと、 そこに 何 かの 確信 

が あるよう な 言いぶ リ がお 君に よく 思い合わされ ると 

共に、 殿様 はお 前 を 好いて いる .：：• と 言った お 銀 様の 

ばら とげ 

言葉、 薔薇の ような 甘い 香と 鋭い 棘と が、 ふたつな が 

ら 含まれて いたの も 漸く わかって くると、 お 君 は 我 知 

らずポ ー ッと 上気して またも 面が 真 赤に なりました。 



持で せきたてられました。 それで、 幸 内の 行方不明に 

なった こと を 逐一 申し上げて、 お頼み をし なければ な 

らな いと 思いました。 

お 君 はよう やく、 そのことの 一 切 を 能 登 守に 物語 リ 

ました。 幸 内が 伯耆の 安綱と いわれる 刀 を 持って 出て 

家へ 帰らない こと、 それが ためにお 嬢 様が いちばん 心 

配して いらっしゃる こと、 幸 内 はこの 城内の どなた 様 

か へ お 目に かける つもりで その 刀 を 持つ て 出たら しい 

こと、 どうかお 嬢 様の ために 殿様のお 力添え をお 願い 

申したい という こと を、 お 君 は 嘆願した のであります- 

能 登 守 は 黙って それ を 聞いて、 何 か 考えて いる だけ 



で 返事 をし ません。 しかし、 それだけの お願い を 申し 

上げて おけば、 お 君の ここへ 来た 使命 は 尽きた わけで 

あります。 

お 君が お 暇乞い をして 帰ろうと する 時に、 能 登 守 は 

立って 一方の 机の 上から、 一つの 小さな 箱 を 取って、 

「まだ 帰らんでも よかろう、 お前に 見せたい ものが あ 

る」 

、や た 

その 蓋 を 取って、 お 君の 前に 置きました。 

「まあ、 これ は、 殿様のお 姿 …… 」 

と 言って 立ち かけた お 君 は、 この 箱の 中に あった 絵姿 

に 見入って しまいました。 これ は 絵姿ではありません _ 



おの 

そう 思いました。 己れ の 容貌 を 買い被る の も 女で ある 

し、 己れ の 容貌 をよ く 知る の も 女であります。 

「それ は 写真と いう もので、 筆 や 絵 具で かいたの では 

ない、 機械で とって 薬で 焼きつ けた 生の ままの 像 

じ や、 日本で はま だ 珍ら しい」 

絵姿 だとば かり 思って、 お 君が あまり 熱心に 見恍れ 

ている ものです から、 能 登 守が 少しば かり 説明 を 加え 

ますと、 

「これ はかいた もので は ございま せんか。 まあ、 機械 

で、 どうして こんなに よくお 像 を 写す ことができ るの 

で ございましよ う、 切支丹と やらの 魔法 のよう で > J ざ 



V ます」 

「そうそう、 最初 は それ を 切支丹の 魔術と 思うて いた 

いのち 

今でも その 写真 をと る と 生命が 縮ま るなん ぞと 言う も 

のが 多い、 けれども それ は 取る に 足らぬ 愚かな 者の 言 

い 分 じ や」 

「ほんと にお 珍ら しい もので ございます」 

お 君 は その 写真 を 飽かず 見て おりました。 自分 は 今 

お 暇乞い をして 立とうと している こと も 忘れて、 写真 

から 眼 を はなす ことができません。 

「それ をお 前が 欲しいならば、 お前に 上げても よい」 

能 登 守から こう 言われた 時に、 面 を 上げた お 君の 眼 



そうして いると、 折 助の 一人が、 ふらふらと 歩いて 

来て、 お 銀 様に 突き 当る ようにして すれ違って、 

r 危 ねえ、 危 ねえ」 

と 言いました から、 お 銀 様 も 気がつく とその 折 助 は 

酔って いて、 足 許 も 定まらない ようであります。 お 銀 

様 は 驚いて それ を 避けました。 それ を 避ける とその 次 

に、 また 一人の 折 助が 通りかかって、 同じよう にお 銀 

様に 突き 当ろうと しました。 お 銀 様 は、 また 驚いて そ 

れを 避ける と、 第三 番目の 折 助が、 とうとうお 銀 様に 

ぶつつ かってし まいました。 お 銀 様 は 危なく 足 を 踏み 

締めます と、 



と 言って、 また 摺り 寄って お 銀 様の 面 を視き 込む よう 

にしました。 お 銀 様が ついと 横 を 向く と、 乗り出して 

わざと また 視き 込んで、 

「 ま ま ま ま II 

一 度に 笑いました。 お 銀 様 は 歯 咬 をして 彼等 を 押し 

退けて 避けよう とすると、 折 助た ち は、 ゾロゾ 口と 後 

をつ いて 来る のであります。 お 銀 様 は、 ついに 立ち竦 

んで しまうよ リ ほか はなくな りました。 

そうすると、 折 助 もまた その 周囲に 立ちはだか リま 

した。 

「お前た ち は 女と 侮って、 この わたしに 無礼な こと 



折 助 はこう 言いました。 

「わたし は、 ほかに 連れの 者が ある、 それ を 待って い 

るの 故、 お前 方のお 世話 は li らぬ」 

お 銀 様 は、 やはり 叱る ような 言いぶ りであります。 

折 助 ども は、 お 銀 様が 何 か 言い出す の を 待って いたと 

言わぬ ばかりで したから、 

「そんな こと をお つし やらな くた つてい い じゃあ ござ 

いません か」 

「無礼な こと をす ると 許し ませぬ」 

お 銀 様 は 懐中へ 手 を 入れました。 その 時に 一人の 折 

助が、 横の 方から お 銀 様の 被って いた 頭巾 を 引 張り ま 



した。 眼ば かり 見えて いたお 銀 様の 面の 口 もとから 額 

へ かけて、 斜めに その 呪われた 怖ろ しい 面が 見え まし 

た。 

「 ま ま ま ま II 

と 折 助 ども は 声高く 笑いました。 歯 を キリ キリと 嚙み 

鳴らした お 銀 様 は、 キラ リ 光る もの を 手に 持って いま 

した。 

「や あ、 危 ねえ、 刃物 を 持って いる」 

前後から 五六 人の 折 助が 寄って たかって、 お 銀 様の 

持って いた 懐剣 を 奪い取ろ うとして、 怪我 をした もの 

も ありました。 



ひっかつ 

「面倒く さいから 引 担いで しまえ」 

彼等 は 寄って たかって 無礼な 振舞に 及ぼうと する 時 

みょう せんじ いきなり 

に、 妙詮 寺の 角から 突然 飛び出して 来た 強そう な 男。 

「この 野郎 ども、 飛んでも ねえ こと を しゃがる」 

折 助 ども を ポカポ 力と 殴り飛ばして、 その 一 人 を 濠 

の 中へ 蹴込みました。 

「や あ、 役割！」 

と 言って、 折 助 はた あい もな く 逃げて しまいました。 

この 場へ 来 合せた 強そう な 男 は、 役割の 巿 五郎で あり 

ま ^9 



てお くと 癖になり ますから、 少々 大人げ ねえと 思い ま 

した けれど、 二つ 三つ 食わして やりました。 御 心配な 

さいます な、 これからお 屋敷まで 送らせて 差 上げます 

から」 

「巿 五郎 どのと やら、 わたしに は 連れの 者が あって そ 

れを 待って いたと ころ、 その 連れの 者に 沙汰 をして 貰 

レ.. 1/ レ」 

「左様で ございま すか、 そのお 連れの 方と おっしゃる 

の は どちら へ おいでにな りました」 

まり 

「御城 内まで 参りました、 もう 帰って来て、 あのお 濠 

の 傍で、 わたし を 探して いる ことと 思います、 早う、 



出されて しばらく は 路頭に 迷わねば ならない と 思 つ て、 

これまで ずいぶん 追い出され つけて いただけに、 多少 

身に こたえが あるから、 ばかばかしい はばかば かしい 

なりに 辛抱して、 その 油 買いに も 行き、 油差し もしよ 

うとい う ものであります。 

すべ ころ 

「油 買いに 茶 買いに、 油屋の 縁で、 U つて 転んで、 油 一 

升 こぼした」 

と 町の 子供が、 来 友が 油 を 買いに 出た ところ を 見て 離 

しました。 

米 友 は、 それに 取合わないで 澄まして 歩きました。 

子供ら にと つても 大人に とっても、 米 友が 油 買いに 行 



で 来たの は、 一 にお 君 を 求めん がた めで ありました。 

ゆいつ おさ なじみ 

米 友に とってお 君 は 唯一 の 幼な 馴染で あり、 お 君に 

とっても 来 友 は 唯一 の 幼な 馴染で ありました。 米 友 は、 

今し ばらく 旅費に 窮 したから 八幡宮に 雇われ ましたけ 

たま 

れど、 いくらか 給金が 貯れば それ を 持って、 お 君 を 探 

しに 行く つもりな のであります。 

それ だから、 いま 認めた それが お 君であった とすれ 

ば、 もう 油壺 など は 問題に ならない はずであります。 

息 を 切って 来 友が 馳 せっけた の は、 例の 役割 巿 五郎 

の 宅の 裏手。 

フ J ん にち は」 



て いると ころ だ」 

「なるほど」 

彼等 は 充分の 侮辱 を 以て、 米 友の 面 をし げしげ との 

ぞいて、 

「 ま ま ま II 

あざわら む つ 

と 嘲笑いし ました。 米 友 は 勃然として、 

「何 だ、 何が おかし いんだ」 

手に 持って いた 杖 を 取り直しました。 

「まあ、 兄さん や、 そんな こと を 言わね えで 帰りな。 

そり や、 お前の 眼で 見る と、 どの 女 もこの 女 も、 みん 

な その 国許に いた 馴染の 女と やらに 見え るんだ ろうけ 



えました けれど、 女の 声と して は 更に 聞え る ことがあ 

リ ません。 

米 友 はついに 咏ぇ 兼ねて、 その 杖 を 塀のと ころに 立 

てかけて、 それに 足 を かけて 飛び 上りました。 天性の 

やすやす 

敏捷な 米 友 は 易々 と 塀 を 乗り越えて しまいました。 塀 

を 乗り越える とその 杖 を 上から 引き上げて、 屋敷の 中 

の 井戸端から ソット 忍びました。 

ここ は、 折 助 どもの 集まって いる、 いわゆる 大部屋 

であります。 昼のう ち はそんな でもなかった のが、 い 

ひと だか 

つ 集まった か、 盛んな 人集りで、 一方の 隅に かたまつ 

て 博奕に 夢中な の も ありました。 真中 ど y J ろに > J ろ) J 



ろして 竹の 皮 包みの 餡ころ かなに かを頰 張りながら、 

や 卑た話 をして ゲ ラゲ ラ 笑って いるの もあります。 

博奕の 方で はス ポンス ボンと 烈しい 音が してい まし 

た。 今まで 着て いた 唐桟の 着物 を 脱いで 抛り 出す の も 

ぁリ、 縮緬の 帯 を 解いて 投げ出す の も ありました。 

こちらで 寝転んで、 餡ころ を頰 張りながら ゲ ラゲ ラ 

笑って 下卑た 話 をして いるの が、 来 友の 耳に よく 入り 

ます。 米 友 は 戸の 節穴から そっと^いて いると、 

蜜柑 箱 を 枕に した 折 助が、 

「はくしょ ッ」 

と 咳 をし ました。 



「風邪 を 引い ちまった、 飛んでも ねえと ころで 泳ぎ を 

させられ ちまった から、 風邪 を 引い ちゃった」 

と 言いました。 

「 ま ま ま II 

と 一 人の 折 助が 高笑い をす ると、 

「あつぶ、 あつぶ」 

と、 もう 一 人の 折 助が 水に 溺れる ような 形 をし ました 

「笑い ごと じゃあね え、 全く 命が けの 狂言よ、 一 一 朱 じ や 

やすい」 

と 風邪 を 引いた 折 助 は、 さの み 浮き立ちません。 

「全く 笑い ごと じゃあね え、 親方に いいと ころ を 買つ 



板 を だいなしに したのと、 寒い 思い をした のとが 儲け 

もんで、 風邪 を 引いた のが 利息 だ、 ばかば かしい つち や 

あねえ」 

「 ま ま ま ま ま 一 

折 助 ども は、 愚痴 を 言って いる 折 助 を 笑いました。 

「いったい 親方 は、 あんな 狂言 をして、 あんな 化物 娘 

きりょ う 

を 引 張り込んで どうす る 気だろう、 姉御の 縹緻 だって 

マ ンザラ ではね えし、 どうも 役割の 気が 知れね え」 

「そり やお 前、 なんだ な、 あれ はお トリと いう もの さ- 

あれ を ああして お トリに してお けば、 それ 案の定、 あ 

とから 音色の いいのが ひっかか つ て 来ようと いう もの 



「危 ねえ！」 

お 手の 物で 来 友 は、 その 石 を 発 止と 受け止めました。 

「竹竿で 足 を 打 払え」 

ものほしざお びっこ 

折 助 は 物干 竿 を 幾 本 も 担ぎ出しました。 跛 足に なつ 

た 来 友 は、 その 危ない 屋根の 上 をなん の 苦 もな く 走り 

ます。 巿 五郎の 宅から 大部屋の 屋根の 上 を t 鼬 の 走る 

ように 走って、 武家屋敷の 屋根へ 飛び移りました。 

折 助 は、 いよいよ 噪 ぎました。 梯子と 竹竿と が 盛ん 

に 担ぎ出されます。 今や 噪 ぐの は 折 助 ばかりでなく、 

武家屋敷の 者 共が、 みんな 家々 から 飛び出して 噪ぎま 

した。 担ぎ出され たの は 梯子と 竹竿ば かりで なく、 



巿 五郎が この 縁談の こと を 話して 辞して 帰った 後で、 

伊太 夫 は 一 人で やはり 腕 を 組んで 考えて いました。 も 

と は 何千 石のお 旗本、 今 は甲府 勤番の 組頭、 それに あ 

の 娘が 貰われて 行く こと は、 家に とって 釣合わぬ - J と 

ではない と 思いました。 しかしながら、 あの 娘 —— と 

思い出す と、 さすがの 伊太 夫 も 自分ながら 気落ちが し 

てな りません。 お 旗本 どころではない、 どんな 人で も 

あの 娘 を 貰って、 生涯の 面倒 を 見て くれる 人が あるな 

ら大 恩人 だと、 日頃から 思わせられない ことで はあり 

ません。 娘 もよ くそれ を 呑 込んで、 つまらぬ 男に 侍 

くより は、 いっそ 独身で 通す 覚捂を きめてい るの を 見 



て、 親と しての 伊太 夫が、 不憫に 思わぬ という こと も 

ありません。 

伊太 夫 は、 なお 暫く 考えた 後に 女 を 呼んで、 

「お 銀に ここ へ 来る ように」 

と ^一一 一 n つ て 、 

「あれが 何と言う か、 あれの こと だから ゥンと は 言う 

まい、 たとえ 少し は 気があっても、 はいと 返事 をす る 

ような 女で はない けれども、 もし 承知したら …… あれ 

が 承知 をしたら、 わしの 方に も 異存 はない の だが、 し 

かし、 それが ほんとうに 当人の ために 仕 合せ かな あ。 

あれ は ああして おいた 方が 仕 合せで あるか も 知れない。 



のお 組 屋敷の 東 は 御 代官の 陣屋に な つ ている ので ぁリ 
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宇津木 兵馬の 囚われて いるの は、 その 牢屋の 中の 一 

番 室で、 それ は 六 畳 敷で ありました。 その 六 畳の 中に 

は 兵馬と、 そのほかに 一 人の 奇異なる 武士が 囚われて 

レます 

この 室の 中の 南と 北 は 格子であります。 東と 西 は 

羽目であります。 

宇津木 兵馬 は その 羽目の 方の 一 隅に 寝て います。 も 

う 夜が 更けて いるから 牢の中 は 真暗であります。 兵馬 

は 寝入って いる 様子 だけれ ども、 同室の もう 一人の 奇 



兵馬 は 寝て いながら、 口 を 開いて その 紙 包から 薬 を 

飲みました。 

「ソレ 水」 

枕許の 椀 を 取って 水 を 兵馬に 飲ませました。 兵馬 は 

少しば かり 起き直って、 コ クリコ クリ とその 水 を 飲み 

ました。 

「気をつけて 寝て おれ」 

奇異なる 武士 は、 じっと 兵馬の 面 を 見つめて います _ 

火の気の ない 牢屋の 中の 夜の ことで あるから、 尋常 

ならば、 なにもかも 見えない のであろう けれど、 この 

奇異なる 武士 は 暗い 中で も、 よく 物が 見える ようで あ 



なければ 聞け ない ほどの 微かな 音で ありました。 けれ 

ども、 紙撚を こしらえ ていた 奇異なる 武士 は 直ぐに そ 

れを 聞きつ けて、 坐った まま 耳 を その 羽目の 合せ 目の 

,19 よ J ま 

透 間へ 着けて しまいました。 

「まだ 起きて か」 

これが 次の 室から 聞え た 小さな 声で ありました。 

「起きて る、 起きて 一 生 懸命に 内職 じ や」 

こっちの 奇異なる 武士 は、 そう 答えて ニヤ リと 笑い 

ました。 

「そうか、 病人 はどう じ や」 

いのち 

「熱 は 高い けれど、 生命に かかわる こと は あるまい」 



鑪 様の ものであります。 兵馬 は、 その上に かれこれ 

と 言いませんでした。 それ は 余人なら ぬ この 人が、 か 

く 決心して 事 を はじめた 上 は、 いまさら 自分が 是非 を 

論じても 駄目 だと 思った からであります。 

「世が 世なら ば こんな こと はした く はない が、 時勢 を 

聞いて みると、 どうしても ここに 安んじて はいられぬ 

ぶんてんしょう きんかい 

のじ や、 文 天祥が 天命に 安ん ずる こそ 丈夫の 襟懐で 

は あるが、 盗人の 屋尻を 切る ような 真似 をせ にやなら 

ぬの も 時節。 宇津木、 君 だからと て、 そうそう 正直に 

むじつ 

冤の 晴れる の を 待っても いられまい。 上に 名 判官 あ 

ひとや 

る 世に は、 獄 Hi のうちに も 白日の 照す こと はあろう け 



できない ほどに、 能 登 守の 砲術の 愛好 心 は 嵩 じている 

のであります。 

にら やま 

江川 太 郎左衛 門が 伊豆の 韮 山に 立てた の は 有名なる 

反射炉であります。 江川が その 反射炉 を 立てる 時に 最 

も 苦心した の は 煉瓦で ありました。 煉瓦 を 作る 土で あ 

りました。 当時、 外国から 取り寄せる ことので きない 

ために、 江川 はまず 煉瓦から 焼いて かからねば なり ま 

せんでした。 その 高熱に 耐える 煉瓦 を 焼くべき、 土 か 

ら 求めて かからなければ なりませんでした。 

あ まギ. j さ ん 

江川 はよう やくに して その 土 を、 天 城 山の 麓と 韮 山 

附近の 山 田 山と いうと ころから 探し出して、 煉瓦 を 作 



「殿様」 

やや 大きい 声で ふたたび 呼んだ 時に、 能 登 守 は 眼 を 

覚まして、 

「あ、 お前 か」 

と 言つ て 莞爾として、 敢えて 咎める こと をし ませんで 

した。 お 君が 給仕と して この 室に 入る こと を 許されて 

いる 唯 一 の 者であります。 

「よく、 お寝って おいで あそばしました」 

お 君 はこう 言いました。 

「あ、 ついう とうとと 寝入って しまった」 

能 登 守 は 椅子に 埋めた 身 * を、 少しば かり 起そうと 



しに 拙者に おいて 異議が ござりましょう。 して、 先方 

のお 家柄 は？」 

穏 かにこう 尋ねた ので ありました。 

「先方 は、 有 野 村の 藤 原の 伊太 夫の 一 の 娘に ござり ま 

する」 

「有 野 村の 伊太 夫の 娘？」 

「左様で) J ざり まする」 

「なるほど」 

能 登 守は暫 らく 考えて いる 風情で ありまし たが、 言 

葉 をつ いで、 

「あれ は 聞 ゆる 旧家で ありまし たな」 



こと を 言われた のに 弁解 を 試みました。 

「いやいや、 そのこと ではない。 およそ 旗本の 家が 縁 

組み をす るに は、 同じ 旗本のう ちか、 或いは 大名の 家 

よりす るか、 さもな き 時 はしかるべき 仮親 を 立てる が 

定め、 その 辺 は 御 承知で ござりましょう な」 

「それ は …… 」 

と 言って お 絹 は、 やや あわてました。 

「まだ それまでに は 運んで おらぬ ので， > ざリ まする… 

…」 

お 絹が、 それにつ いてな お 何 か を 弁明しょう とする、 

その 言葉の 鼻 を 押える ように、 能 登 守が、 



とりあえ とりき 

「左様ならば 取敢 ず、 そのこと をお 取 定めあって しか 

るべ く 存じます る」 

と 言って しまいました から、 お 絹 は 一 一の矢が 次げない 

ようになりました。 

「御 親切のお 心添え を 有難く 存じます る、 よく 主 膳に 

も 申し 聞け ました 上で …… 」 

お 絹 はこう 言つ て 辞して 帰る より ほかはありません _ 

能 登 守の 言い分 は 正当で あるに しても、 せっかく 使者 

に 来たお 絹に その 言い分が 快い 感じ を 与える ことが で 

きませんでした。 まして や これが 神 尾 主 膳の 耳に 伝わ 

る 時 は、 憎悪と なり 怨恨と 変ずる こと は 目に 見える の 



「竜 之 助 殿、 どこへ 行った」 

と 言いながら、 そこへ ド カリ 坐って しまい、 それから 

酔眼 を 据えて 室内 を 見廻しました。 

まる あんどん 

例の 通り、 丸 行燈に 火が 入って いるに はいた けれど 

も、 それ は 今や 消えなん としてい ると ころであります _ 

ともしび 

「いやに 暗い 火 だ、 明るくない 燈火 だ、 もっと 明るく 

なれ、 明るく なれ」 

主 膳は燈 火に 向って、 こんな こと を 言いました。 そ 

の 舌の 鰱れ 塩梅 を 見れば、 かなりに 酔って いる ことが 

わかります。 

「誰も おらぬ か、 誰ぞ 来い、 あの 燈火を もっと 明るい 



神 尾 主 膳 は、 また 酔眼 を 据えて 室内 を 睨め 廻した が、 

と 高笑い をし ました。 

「違った、 違った、 ここ は 古 屋敷で あつたな、 なる ほ 

ど、 ここ は 躑躅 ケ 崎の 古 屋敷 じ や、 ここに は 誰も 召使 

はおらぬ のじ や、 屋敷の 中には 無暗に 物 を 斬りたい 奴 

ほ つ しょうぎ つ ね 

がー 人いて、 屋敷の 外に は 法 性 狐が いる、 そのほか 

に は 誰もい ない、 いないと ころへ 物 を 言いつけた、 こ 

れは 拙者が 悪い、 どれどれ、 大儀ながら 御自身に 立つ 

ともしび 

て、 あの 燈火 を搔き 上げに やならぬ、 燈火は 暗し 

すうこうぐ し なんだ 

数 行 虞 氏が 涙 I— 」 



ズルズ ルと長 持の 中から 幸 内 を 引 張り出した 神 尾 主 

膳 は、 それ を燈 火に 近いと ころへ 持って来て、 

「 ま ま ま ま II 

主 膳 は 幸 内 を そこへ 引き倒して 置いて、 

「幸 内、 そちに 窮命を させて、 拙者 は 気の毒に 思う、 

そちに は 怨み も 憎み もない のじ や、 これと いうの は 名 

刀の 祟り、 小人 罪な し珠を 抱いて 罪 ありと いう ことが 

ある、 幸 内 罪な し 刀 を 抱いて 罪 ありと いうの じ や、 

ほうき ふしょう 

伯耆の 安綱が 悪い のじ やから 不祥せ い …… それから ま 

たお 前の 主人の 伊太 夫の 娘、 気の毒ながら お化けの よ 

うな 娘、 あれ を 拙者が 嫁に したい と言うの は、 抱いて 



「取れない」 

「どれどれ」 

「斬った 途端に ここへ 飛びつ いたから、 また 斬った、 

手首 だけ 残して 倒れた、 その 手首が、 ここに 密着いて 

離.^ なレ」 

「拙者が 離して みて やろう」 

神 尾 主 膳 は 竜 之 助の 胸の 前へ 来て 気味 悪そう に、 そ 

の 手首に さわりました が、 

「こり や 女の 腕で はない か」 

「ああ、 女の 腕よ」 

「女 を 斬った のか」 



の 内に 住んで いるお 医者 を 迎えに 行きました。 

夫なる 人 もまた、 自分が 女房に 代って 医者 を 迎えに 

行く こと さえ 気がつかなかった くらいで したから、 気 

絶した 子供 を 抱えて、 前後 を顚 倒して 為すべき 業 を 知 

ら なかった ものであります。 

そのうち 隣家の 人 も 来て くれました けれど、 女房 は 

帰らない し、 医者 も龃 けつけ て くれません。 

隣家の 人た ちが 提灯 をつ けて、 良 円 寺まで 迎えに 

行った 時から、 この 騒ぎが 始まった ものであります。 

女房 は 帰らない はず、 医者 も 来て はくれ ない はず I 

I その 若い 女房 は 良 円 寺の 門前に 斬られて おりました。 



の 勘が 驚くべき ほどに 発達して いる ことが わかります。 

一 町 二 町 先から 人の 足音 を 聞き取って、 高 塀 や 木蔭に 

身 を 忍ばす- J と の 巧妙な の は、 さながら 忍び の 術の 精 

妙から 出で たもの かと も 思われます。 

通り 過ぐ る 人 を 物 蔭から 測量して、 斬って 捨 つべき 

か 否か を 吟味して 後、 やり過ごして 物 蔭から 身 を 現わ 

す 時 は、 幽霊が 出て 来る ようであります。 

くるわ 

三の 廓まで 出た けれども 竜 之 助 はま だ、 しかるべ 

き 相手 を 見出さな いようで あります。 三の 廓の 留まり 

を 直角に 廻って、 竜 之 助 は 東に 向き を 変えて 歩み まし 

た。 東に 向き を 変える とお 城が 背に なって、 牢屋が 左 



「 ま ま ま ま II 

つけげんき 

附 元気ら しく 高笑い をして、 牢屋の 方へ 曲って 行き 

ました。 

それ を もやり 過ごして、 なお も 廓の 縁 を 歩んで 行つ 

た 竜 之 助が、 いつしか 足 を 留めた ところ は、 と あるお 

寺の 門の 前で ありました。 

竜 之 助 は 小首 を 傾げて 杖で 大地 を 突いて みました。 

大地 は 別に 異様な 音を立てる ではありませんでした。 

ただこの 時分に なって、 町 も 廓 も 一面に 霧の ような も 

ので 包まれて しまった ことであります。 さきに は 聳え 

て 影 を 見せた 日本 丸の 櫓 も、 それが ために 見えな く 



は、 その子 供の 泣く 声 を 聞いた からであります。 子供 

の 泣く 声が、 だんだん 自分に 近く 聞え て 来たから であ 

リ ま ^9 

「モシ モシ」 

と 言って、 霧の ような 靄の 中から、 不意に 言葉 を かけ 

たもの が ありました。 

それ は、 竜 之 助 を 見かけて 呼んだ ものと しか 思われ 

ない のであります。 ナゼ ならば 竜 之 助の ほかに この 夜 

中に、 ここら あたり を 歩いて いる 人が あろうと は、 竜 

之 助 自身 も 思い設けぬ ことで ありました。 

「モシ モシ、 少々 お 伺 い 致した いもので) J ざ いますが 



お 犬」 

こう 言いながら 近寄って 来る のであります。 

近寄って 来る ところに よって 見れば、 その 背中で 子 

供が 泣きじゃくつ ている らしい ことであります。 竜 之 

助 は、 ただ 黙って 立って いました。 

ここにお いても 竜 之 助 は、 その 自身 すら、 自分に 近 

寄って 来る 者の 心のう ち を 推す るに 苦しみました。 

ことに まだ 乳呑児ら しいの を 背に して、 この 夜中に 

人 もあろう に、 自分 を 呼びかける 人の 心 は 計られぬ の 

です。 

「モシ モシ、 少々 お 伺 い 致した いもので) J ざ いますが 



お 犬」 

竜 之 助 は 近寄って 来る 者の 足音に 耳 を 傾け ましたけ 

れ ども、 その 足音 は 一人の 足音です。 その 背に 負うた 

子供の ほかに は、 何者 を も 引きつれて 来たと は 思われ 

ません。 況んゃ この 男をォ トリに して、 あとから 与力 

同心 だの、 足軽 小者 だのい う 者が 覘ぃ 寄る というよう 

な 形勢 は 更にありませんでした。 

「モシ モシ、 少々 お 伺 い 致した いもので， 、- J ざ いますが 

ねえ」 

なんらの 怖れる ことと、 憚る ことが なしに、 竜 之 助 

むきだし 

の 刀の 下へ、 身 を 露出に 持って来る 者が あります。 



やって いる ことがある。 太鼓 を 叩いて 笛 を 吹いて、 

馬鹿面 を 被って 踊る ことで さえ も、 あの 通りの 根気が 

いる、 それで、 十 年 二十 年と 苦しんでも なかなか 上手 

に はなれぬ そうじゃ、 M んゃ 我々 の 武芸 学問に おいて 

を や」 

囉の 稽古 を 聞いても、 こんな こと を 言い出す ものが 

ありました。 

「 一 生 苦しんでも 出来ぬ 奴 は 出来ん …… と 言って 一 心 

を 籠め て 精 を 出せば 僅かの 間に も 上達す る。 拙者 はこ 

の ごろ、 ふと 或る人の 話 を 聞いた、 歳 は 僅かに 十七、 

我々 とそう 違わぬ けれど、 この 甲府 城の 内外に は 及ぶ 



彼等の 一 組が 御 代官 陣屋の 方 を 指して 行く と、 

「あ、 赤 児の 泣く 声が 聞え るで はない か、 諸君」 

と言う ものが ありました。 

「なるほど」 

と 言って 耳 を 傾けました。 なるほど、 赤 児の 泣く 声が 

する のであります。 それ も 家のう ちで 泣いて いるなら 

なんの こと はない けれど、 家の外、 町から 町 を 泣き 歩 

い ている ものの ようであります。 

だから 少年た ち はまた 一 かたまり になって、 

「ハ テ、 この 夜中に 子供が 泣きながら 道 を 歩いて いよ 

うと は I 



「モシ モシ」 

その 厚くて 濃い 闇と 靄の 中から、 不意に 言葉が か か 

りました。 それ は 子供の 言葉で はなく、 

「少々 承りと う) J ざい ま すが ね、 わたしの 女房 は どこ 

へ 行つ たんで ございましよう、 わたしのお かみさん は 

どこへ 参りましたろう、 まだ 帰って 参りません よ」 

少年た ち は、 その あまりに 不意の 言葉に 驚かされて 

むし 

しまいました。 それ は 寧ろ 怖ろ しいくら いで、 

「誰 じ や、 どなたで ござるな」 

と 誰何し ました けれども、 それ を 耳に 入れる 様子 はな 

く、 それと は 相反れ た 方へ 行って しまいながら、 



ている、 さだめて 女房に 死なれて、 気が狂う たものと 

見 ゆる」 

「それに 違いない。 しかし、 このごろ のように 物騒な 

時に、 ああして この 夜中 を 歩く の は、 薪 を 背負って 火 

の 中へ 蚯け 込む のと 同じ ことじ や、 怪我がなければ よ 

ヽ ..ゝ - 

レカ」 

「ここへ 来れば 取 押えて 家まで 連れ戻して やろう もの 

を、 向う へ 行って しまったから 仕方がない」 

「あの 男の ことば かりで はない、 我々 もまた 用心 せん 

と …… 」 

彼等 はこう 言って、 また 歩き 出しました。 もとより 
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小 使の 老爺 は 貰いが たくさんあります。 牢の 中に い 

て も 金 を 持って いる 奴 は、 小 使に 頼んで いろいろの 物 

を 買つ て もらう ことができる。 最初に 持 つ ていた 金 は 

役人のと ころへ 取り上げられて、 必要に応じて 少しず 

つ 下げ渡される 制度で あつたが、 その 少しずつ 下げ渡 

された 金で、 小 使の 老爺に 頼んで、 内々 で いろいろの 

ととの 

物 を 買い 調える のであります。 

しょうが に つ こうとう がらし 

生姜 や 日光 蕃椒 を 買 つ て もらう もの もあります。 

紙の 将棋盤と 駒 を 買つ て もら つ て 勝負 を 楽しむ もの も 

あります。 武鑑 を 買って もらって 読む もの も ありまし 



ともで きます。 このごろ 贋金 使いと いうの が この 牢へ 

入って から、 この 小 使の うるおい がまた 大きくな リま 

した。 それです からこの ごろの 小 使 は 成金で、 天下 は 

いよいよ 泰平です。 

午後の 四時から 九 時までの 間に、 お 役目 だけの 役人 

の 見廻り があります。 その 時 は 小 使と 番人と が、 

「お 見廻り で > ざり まする ぞ」 

さきぶれ 

と 先 触 をして 各牢を 廻って 歩く と、 牢 内の 一 同が、 

「御苦労 さまで ござり まする」 

と 言つ てお 礼 を 申し上げる のがき まりに な つ ており ま 

した。 



「いるかな」 

ごじょうれ い のぞ 

御 定例に 提灯 を かざして、 一番の 牢の 内を視 いて 見 

ました。 

返事が しないの は、 よく 寝て いる 証拠で ありまし よ 

うなず 

う。 牢番 は 頷いて 第 二番 室の 前、 

「いるかな」 

また 御 定例に 提灯 を かざし、 格子の 中を視 いて 見 ま 

したが、 ここで もやつ ぱリ 返事が ありません。 

天下 も あまり 泰平 過ぎ ると 気味が 悪くなる ものです _ 

いつも 一人 や 二人 返事 をす る はずの が、 一番 二番 を 通 

して 一 人 も 返事 をす る 者が ありま せんから、 牢番 も あ 



物 すさまじい 音 をして 牢屋 同心の 人々 の 手から 手に 握 

られ ました。 

けれども 靄が 深いから、 高 張 も 提灯 も その 光が 遠く 

及ばない のであります。 人々 の 騒ぐ の も、 ただ 電燈の 

消えた 湯屋の 流し場の 中で 騒ぐ のと 同じ ことで、 おた 

\ わ 

がいの 姿 を 見て取る ことができません。 況んゃ 破牢の 

者 共 は、 どの 道 を どの 方向に 逃げた のか、 サッ パリ そ 

の 見当 もつ きません。 

「出合え、 出合え」 

と いう 声が 北の方の 外 まわりの 高 塀の 下で 聞え ました 

から、 同勢 は その 声 を しるべに、 同じ 方向へ 龃 けて 行 



きました。 

「待て！」 

と言う 声が 聞え ました。 

「う ー ん」 

とうなる 声と 共に、 ドサ リと 人の 倒れる 音が しました _ 

「どこ だ、 どっちへ 逃げた」 

同勢 は その 唸る 声と、 人の 倒れる 音 を 目 当と して 靄 

の 中 を 進みます。 

「捕った！」 

こしゃく 

「小癩 な！」 

けん けんもう もう 

そこで 暄々 濛々 として 一 場の 大 格闘が 起った ようで 



ほど 遠から ぬと ころで 勇ましい 返事。 

きてんかん 

徽典 館の 少年た ちが 家路へ 帰りが けに、 猛然た る 犬 

の 吠え声に 驚かされ たの は、 牢 内に ， J の 騒ぎが 起 つ た 

のと 前後しての 時であります。 

暫 らくして 町々 を 縦横無尽に 人が 走りました。 彼等 

がい ま 帰って 行こうと する 方向から 夥 しき 人が 走つ 

て 来て、 ただでさえ 霧中に 捲 かれて いる 彼等 を ひきつ 

つんで しまいました。 

「ど、 どうしたの だ、 何事 だ」 

「破牢、 破牢、 破牢」 



少年た ち は 丸くなって、 そうして 自分た ち を 取 囲ん 

だ 慌 しい 人々 に 詰問の 矢 を 放ちながら、 おのおの そ 

の 帯刀へ 手 を かけました。 その 理由 はすぐ 判明し、 嫌 

疑 はたち どころ に 晴れて しまいました。 

取 囲んだ の はお 組番ゃ 牢屋 同心。 彼等 を 取 囲んで 仔 

細に 検分した の は、 もしゃと 破牢の 罪人 を 取調べの た 

め。 

そこで 少年た ち は、 今夜と いう 今夜 は、 いよいよ 容 

易なら ぬ晚 である こと を 知りました。 これ は 片時 も 早 

く 家路に 帰った 方が 無事 だとの 考え を 起しました。 し 

かしながら、 遠く も あらぬ お^ 官 陣屋の 方まで 帰る に 



いう 理由 も ありました。 

今 は 穂 を すげ なければ ならない 場合に な つ てきた と 

見 ゆるに 拘ら ず、 なお 来 友 は、 それ を敢 てす るの 余裕 

を 持たない と 見えます。 

し ざ 

ものの 五 間 ほど 飛び退つ てから、 やや 暫 らくして、 

「やい、 出て 来い、 かかって 来い、 隠れて いちや あ 相 

手に ならね え」 

ようやく の - J とで 来 友 は、 - J れ だけの 言葉 を 出す の 

余裕 を 持つ ことが 出来ました。 これ だけの 言葉 を 出し 

ゆる 

たけれ ども、 その 構え は 少しも 弛める こと をし ません 

でした。 やはり 米 友 は、 この 中で 誰 を か 相手に 戦い、 



ァ J の 声が 闇 を 圧して 物凄く 響き渡ります。 

それ を 聞く と 米 友 は、 礫 を 打って いた 手 を 少しく 控 

えて 耳 を 傾ける。 このと き 早く、 

「あつ！」 

と 言って 米 友 は、 また 後 飛びに 五 間 ほど、 今度 は 腰 を 

ひま 

立て直す 隙がなくて、 仰向けに 大地へ 倒れて しまい ま 

した。 仰向けに 倒れた けれど 米 友 は、 倒れながら その 

槍 を 構える こと を 忘れませんでした。 そして やや 暫く 

その 形で、 すなわち 倒れた ままで 槍 を 構えた 形で じつ 

と 身動き をし ません。 来 友が こんな 形 をして じっとし 

ている の はかなり 長い 時間で ありました。 しかしな が 



形 をして 見せたり、 また 縁台が さかさに なった ような 

形 をして、 半時 間 も 大道に 寝て いる 必要はなかった の 

であります。 

五里霧中と は 言いながら、 その 中には まさに 米 友 を 

し て 怖れ しむべき 敵が あつたれば こそ、 彼 はさん ざん 

の 苦心 をして、 一人 相撲 や 一人芝居 を 打って 見せて い 

たもの を、 その 大詰に 至って 犬が 一匹 出て 来て、 舐め 

て かかろうと は、 いかな 来 友と いえ ども 力抜けが して、 

ぼう！ k- レ 

呆然と して 起き 上った の も 無理の ない ところで ありま 

した。 

「こん 畜生！」 



やまいぬ ぶ 

「狂犬だろう、 打ち殺して くれべ えぞ！」 

打ったり 払ったり する だけで は 我慢が なり 難くな つ 

たから 米 友 は、 殺気 を 含んで 棒 を 振い ました。 その 棒 

の 下に あつ て 犬 はい つ そう 声高く 吠えました。 

「おや？」 

来 友 は 振り上げた 棒 を 振り下ろす ことなしに、 この 

こわね とが す 

時よう やく 犬の 声音 を 聞き咎めました。 犬 は 透かさず 

その 来 友の 足 許へ 寄って 来ました。 

「待て 待て、 手前の 声 は 聞いた ことの あるよう な 声 だ _ 

ムク じゃあね え か、 ムク犬 じゃあね え か」 

犬 はこのと き 鼻息 を 荒く して、 来 友の 腰へ 絡みつ き 



あっちで もこつ ちで も、 破牢、 破牢、 という 声が 聞え 

るので ありました。 

今や、 来 友に あって は それらの 声 は 問題で なくなり 

ました。 辻 斬 も 牢破り も 今 はさして 米 友の 注意 を惹く 

ことが なく、 ただ ムクの 導く ところに 向って 一散に 走 

るの みで ありました。 

ムクの 導く ところ —— そこに はお 君が いなけれ ばな 

ら ない のであります。 

町筋 はどうで、 道中 を どう 廻った か、 来 友 は トンと 

記憶が ありません。 来 友に あって は、 ただ ムクを 信じ 

て トツ トと K けて 行く ばかりで あります。 



「ムク やい、 どうした」 

暫くして 米 友 は 足 を 止めました。 それ は 今まで 先に 

立って 走って いた ムク 犬が、 急に あると ころで 立ち 止 

ま つたからで あります。 

立ち止まった ムク犬 は、 しきりに 地 を 嗅ぎ はじめ ま 

した。 地 を 嗅いで いたが 何と 思った のか、 真直ぐ に 行 

くべき はずの 道 を 横の 方へ と 鼻先 を 持つ ていく ので あ 

リ ま ^u/ 

「ムク やい、 どこへ 行 くんだ」 

米 友 は 腰なる 小田原提灯 を 外して、 ムクの 行く先 を 

照して 見ました。 もちろん、 その 通りの 靄で ありまし 



廻し ました。 それ にも拘らず ムク は、 やはり 地 を 嗅ぎ 

ながら、 その 松 並木の 横道 を 入って 行く こと を 止めな 

いから、 来 友 も ぜひな くその あと を跟 いて 行きました _ 

ほこら 

暫くす ると、 一つの 祠の 前へ と 来 友 は 導かれて 行 

きました。 その 祠は 荒れ果てた 小さな ものであります _ 

社殿の 前まで ムク 犬に 導かれて 来た 時に、 来 友 は 小 田 

原 提灯 を 差し上げて、 

「こり や 天神 様 だ、 天神 様の 社に 違えね えが、 その 天 

神様が どうしたんだ」 

米 友 は 小田原提灯 を 翳して いると、 やっぱり 土 を 嗅 

いでいた ムク犬 は、 急に その 巨大な 体 軀を跳 上げて、 



の 面に は、 なんとなく 屈托の 色が 見えます。 なんとな 

く 心の底に 心配が 残つ ている ものの ようです。 

「君、 お 君」 

と、 やがて 能 登 守 は、 あまり 高から ぬ 声で お気に入り 

のお 君の 名 を 呼びました。 いつもな らば その 声 を 聞い 

て、 直ぐに 次の間から 返事の あるべき お 君の 声が 聞え 

ませんで した。 

能 登 守 は 重ねて 呼び はしませんでした けれども、 所 

在な さそう に ホッと 息をつきました。 斯様に 物案じ 顔 

に 頼りの ない 様子 は、 能 登 守と して は 珍しい ことで あ 

リ ま ^9 



破牢の 責任 を それほど 強く 感じた もの か、 それとも 

江戸 表に 残し 置いた 奥方の 病気が 急に 重くな つたので 

も あるか、 そうでなければ ほかに 何 か 軽から ぬ 心配事 

が 起る でなければ、 こうまで 打 沈む はず はない ので あ 

リま T9 

うれ 

と 言っても、 そのほかに 能 登 守 を 憂えし むべき ほど 

の 大事 は 思い当らない のであります。 神 尾 主 膳の 一派 

は 最初から 能 登 守 を n| み 嫌うて、 これが 排斥運動 を 企 

てつつ ある こと は、 能 登 守 も 知らないではありません 

でした。 けれども それ は 能 登 守が 決して 相手に なり ま 

せんでした。 相手に ならない 者に 暄嘩を 売り かける こ 



れ たようであります。 

「お前 はい つまで もこの 邸に いたいと 言うた ので はな 

ヽ i I 

レカ」 

「わたくし は …… わたくし はいつ まで もお 殿様のお 傍 

に 置いて いただきとう ござり まする、 そのつ もりで 喜 

ん でお リ ました けれども、 今と なりまして は …… 」 

お 君 はこれ まで 言つ て 情が 迫った ように、 もう 言葉 

が つげないで、 身 を 震わして 泣いて いるば かりで あり 

ま ^9 

「さあ、 今と なって はお 前が 切れた くても、 わしが 許 

さぬ」 



おく こと も、 また 妾と してお 部屋に 住まわし てお くこ 

むし 

とも、 更に 不思議な ことと は 言えません。 寧ろそう い 

うこと をせ ぬのが、 その 周囲の 人から 不思議 がられる 

ので ありました。 

能 登 守 は 一 人の 奥方に 対して あまりに 貞 実で ありま 

した。 その 奥方が 病身な ために 能 登 守 は、 女房が あり 

やもめ 

ながら 鰥 のよう な 暮らしに 甘んじて いる こと は、 家 

名 を 大事が る 近臣の 者 を 心配 がらせずに はおき ません。 

妾 をお くこと を、 お 家の ための 重大 責任と して 家来 

が 諷諌した もので ありました。 けれども 能 登 守 は、 そ 

れを K5 らぬ ものの ようであります。 



障子 を 押し あけて この 一間へ 入って 来たの は、 今 ま 

ふるまい 

で 泣いて いたお 君で ありました。 お 君の 振舞 はいつ も 

と は 違って、 物 狂わしい ほどに 動いて みえました。 そ 

れ でも 入って 来たと ころの 障子 は 締め切って、 そして 

くずお ひざ ま 

能 登 守の 膝元へ 崩 折れる ように 跪ず いて、 

「どうぞ 御免 下さ リ ませ」 

と 言って、 やはり 泣き伏して しまいました。 

「お 殿様、 わたくしが 悪う ございました、 わたくしが 

悪い こと を 申し上げました、 わたくし がお 暇 をいた だ 

きたいと 申し上げ たの は噓 でございます、 わたくし は 

い つまで も ：•：. いつまでもお 殿様のお 傍に いたいので 



ございます、 どうぞ、 お 殿様、 よきょうに あそばして 

下さい ませ」 

お 君 は 泣きな がらこう 言いました。 こうい つ て 能 登 

守の 膝の 下に 全身 を 埋める ほどに して 身 を 悶えながら、 

またも 泣きました。 

かお みなぎ 

この 時まで 能 登 守の 面に 漲 つていた 憂愁の 色が 一 

あお 

時に 消えました。 そうして 炎々 と 燃えさ かる 情火に 煽 

られ て、 五体が 遽 かに 熱くなる ので ありました。 

「よく 言うて くれた、 お前が その 気なら ば、 拙者 はい 

つまで もお 前 を 放す こと はない、 お前 もまた 誰に 憚る 

こと も あるまい、 今日から は 召 K のお 君でなくて、 こ 



どちらと もっかな いお 君 は、 何とも 返事 をす る こと 

がで きないで、 やはり この 殿様の 膝元に 泣き崩れ てい 

るの を、 能 登 守 は その 背中へ 軽く 手 を 当てました。 

「殿様、 それでも …… あの、 奥方 様が こちらへ おいで 

になり ました 時 は、 わたくしの 身 はどう 致したら よろ 

し い で) かざりましょう」 

よお 

「ナニ 奥が？ あれ は 病気で、 とても、 もう 癒るまい」 

「おかわい そうな ことで ござ リ まする、 どうぞお 癒し 

申して 上げた いこと で ござり まする」 

「癒して やりたい けれども、 病が 重い 上に 天性 あのよ 

うな 繊弱い 身で …… 」 



「さだめて 御 病気 中 も、 お 殿様の ことば かり 御 心配 あ 

そばして で ござりましょう、 それが ためによ けい、 お 

身体に も 障る ので > ざり ましょうから、 おいと しうて 

なり ませぬ」 

「あれ は 存外 冷たい 女で ある —— 自分の 病の こと も、 

我等が 身の上の こと も、 さほどに は 心配して おらぬ、 

物の 判断に 明らかな 賢い 女で は ある けれど …… 」 

能 登 守 の 述懐め いた 言葉 のうちに は、 その 奥方に 対 

する 冷静な 観察と、 自然 何 か 物 足らない 節が あるよう 

に 見えます。 

「どうして 左様な ことがあります もので) J ざり ましよ 



う、 奥方 様 は、 どんなに か 殿様 を 恋しがつ ておいで あ 

そばし ます， j とやら」 

「いやいや、 あの 女 は 恋と いう こと を 知らぬ、 恋より 

も 一 層 高い もの を 知つ ている けれど …… それ は あの 女 

あやま 

の 罪ではなくて 堂上に 育った 過 ちじ や、 過ちで はない、 

それが 正しい 女であろう けれども」 

「殿様、 奥方 様の 御身 分と、 わたくしの 身分と は …… 

違う ので) /ざリ まする」 

「それ は 違い もしょうが」 

「奥方 様のお 里 は？」 

「それ はい ま 申す 通り 堂上の 生れ」 



に 結って、 この 打掛を 着ても よいと 殿様が おっしゃつ 

た。 奥方 様が いらっしゃれば、 奥方 様の 方から お許し 

をいた だくの だけれ ども、 ここで は 殿様のお 許しが 出 

さえ すれば、 誰も 不承知 はない の だから、 わたし は 明 

日から そうして しまおう。 でも 人に 見られる とき まり 

が 悪い、 御 家来 衆 はなん とお 思いな さるだろう。 そん 

な こと はかまわない、 この 家来 衆よりも わたしの 方が 

身分が 重くなる のか も 知れない。 ああ、 わたしが 片は 

まげ 

ずしの 鬍に 結って 打掛を 着て、 侍女 を 使うよう になつ 

ま. うま 、 

たの を、 伊勢の 国に いた 朋輩た ちが 見たら なんという 

だろう。 わたし は 出世し ました、 わたし は 恋しい 恋し 



お 君 はついに 髪 を 解いて、 そこで 自分から 片 はずし 

まげ くしば こ 

の鬅を 結って みょうと しました。 櫛 箱 を 出して 鏡台に 

向った お 君の 面に は、 銀色 をした 細かい 膏が 滲んで 

むさぼ 

いました。 お 君の 眼に は、 物 を 貪る 時の ような 張リ 

きった 光が 満ちて いました。 

無教育な 故に この 女 は 単純で ありました。 賤 しい 生 

れを 自覚して いたから、 物事に 思いやりが ありました _ 

今と なって は その 本質が、 ひた ひたと 寄せて 来る ほか 

力. W ん 

の 慾 望に 圧倒され てし まいました。 可憐な 処女の 面影 

が 拭い 消されて、 人 を 魅す るよう な 笑顔が これに 代り 

ました。 お 君 は 鏡に うつる 自分の 髪の 黒い こと を 喜び 



君に は、 その 音な ど は 耳に 入る ことがあ りません。 つ 

i ナ たま 

づ いて 刷毛 を 使って みた リ髫 をい じってみ たり、 どこ 

まで 行つ てこの 奥方 ご つ こに 飽きる の だか、 ほと ほと 

とめど 

留 度が わからな いので あります。 

しかしながら、 その 風の 吹く ような 音が 止んで 直ぐ 

に、 それほど 夢中で あつたお 君が、 その 夢 を 破られな 

いわけに は ゆか なくなつ たの は、 それが 風の 音 だけで 

なかった からであります。 

「ワン！」 

というの は 犬の 声、 愛すべき ムク 犬の 声で ありました 

の ぼ 

から、 この 声 だけに は、 お 君 も その 逆上せて 逆上せて 



邸の 外 は 庭の 中まで もい つ ぱいに 例の 闇と 靄と で、 

その 中に いる 真黒な 犬の 形 は、 とても こちらから は 見 

る ことができません けれども、 その 鼻息で 充分に わか 

リ ま ^9 

「帰って来たら いいから、 もうお 寝、 これから こんな 

そと で 

晚には 外出 をして はなり ません よ」 

お 君 はムク 犬に 寝よ との 許し を 与えました。 それ は 

おそ 

いつも ムク 犬が する ように、 今夜 は 少し 晩くな つたけ 

れ ども、 やはり その 例で 挨拶に 来た ものとば かリ 思つ 

たからであります。 

けれども また ムク犬 は、 今夜に 限って その 許し を柔 



のであります。 

けれども、 この 木戸 は、 すんなりと あけられない 理 

由 も 充分に あります。 今宵の ような 物騒な 晚 である こ 

とと、 主人の 居間 近くで あると いう ことと、 女 一人の 

部屋で あると いう ことと、 それらの 用心 は、 お 君と し 

て は 或る 場合に は 身 を 以て も 守らねば ならない ので あ 

りました。 それ 故お 君 は 当惑し ました。 

しかし、 ムク犬 は 主人の 当惑に 同情す る 模様が なく 

て、 その 縁に 引いた 打 掛の裾 を くわえて グイ グイと 引 

のつ ぴき てづめ 

きました。 その 挙動 は、 主人 をして 退 引 させぬ 手 詰の 

B 促に 見えます。 ここに 至る とお 君 はどうしても、 す 



て いるよう に 見られます。 

「今晩は」 

外に 立って いるもの は、 入って いいの だか 悪い の だ 

か 計り 兼ねて、 遠慮 をして いるよう な 塩梅で ありまし 

た。 

「どなたで ございます」 

お 君 は 三た びこう 言って 外なる 人に 問い かけました 

がてん 

合点の ゆく ほどの 返答 を 聞かない うちに は、 入れと い 

う - J と を 言わな い の であります。 

「今晩は。 どうも 遅くな つて 済まね えが、 入っても よ 

う ござんす かい」 



のであります。 そう 思えば、 たしかにそう であります _ 

屋根の 瓦 を 踏んで ミシリ ミシリ と 音が する。 時として 

は その 瓦が、 踏み 砕けた かと 思われる 音が する ので あ 

りました。 

しかしながら、 もしも 怪しい 者が その 辺に 来て いる 

ならば、 能 登 守が 驚く 以前に ムク 犬が 驚かねば ならな 

いのであります。 しかるに ムク犬 はなん とも 言わない 

で、 今や 寝入ろう とした 能 登 守の 耳 を 驚かした ものと 

すれば、 ムク犬 はまた しても どこへ か 夜歩き を はじめ 

て、 この 邸に はい なくなつ たものと 見なければ なり ま 

せん。 



「いかさま、 これ は 能 登 守 殿のお 屋敷 じ や。 実は 我々 

共、 たった今 ここまで 怪しい もの を 追い込んで 参った 

の で) /ざるが、 この辺で その 跡が 消えた の で) /ざる」 

「それ は それ は。 実は 我々 共 も、 お 花畑の 外より どう 

やら 怪しげな 人の 足音 を 追い かけて、 ここまで 来て み 

ると その 足音が 消え 申した」 

塀の 外にお ける これらの 問答が、 いま、 屋根の 上の 

物音 だ け で 耳を澄ま していた 能 登 守 の 耳へ 歴々 と 聞え 

ました。 屋根の 上の は 何者と も 知れない が、 この 塀の 

外の はま さしく 捕 方の 人数であります。 捕 方の 人数と 

いうの は、 今宵 破牢の あった それが ために、 まだまだ 



りました。 実際 傍 に 人 はない ので あつたが、 それに 

しても この 夜中に 人の 家へ 忍び込んだ 者の 態度と して 

は、 あまりに 傍若無人で ありました。 

しかしながら 駒 井能 登 守 は、 この 傍若無人 を かえつ 

て 興味 を 以て 見、 かつ その 会話 を 聞かない わけに は ゆ 

きわ 

きません。 彼等が この 上 どんな 挙動に 出る か を 究めて 

みなければ なら なくなりました。 それ故に 能 登 守 は 扉 

を あける こと もせずに、 鉄砲 を 携えた ままで、 例の 

すきま う， R が 

隙間から 窺って いるので あります。 そうすると 南条 

は 立ち上りました。 立ち上って 書棚の 方へ 行って、 並 

ベて ある 書物 を 一 通り 見て 廻り ましたが、 最後に その 



「うむ」 

南 条の方 は、 まだ 蘭 書から 眼 を はなしません。 五十 

嵐 は 立って 火鉢のと ころへ 来ました。 そこに あつたた 

きつけと 炭と を 利用して、 

「ちょっと、 燈火を 借りる ぜ」 

テ I ブル はだかろ うそく 

卓子の 上の 裸 蠟燭を 取って 火 を 焚きつ けて、 また 

元のと ころへ 立てて 置きました。 

まもなく 焚 付の 火が 勢いよ く 燃え 上る と、 炭火 も そ 

れ につれ て 熾り はじめました。 五十嵐 は その 火 を 盛ん 

にす るよう につと めて いました が、 南 条は足 を 踏み 延 

かざ 

ばして 火鉢の 縁へ かけ、 片手 を 翳した ままで その 蘭 書 



しん やか ま 

それで 室内が 森と して 静まる と、 外です る暄 しい 

声が、 鳥の 羽音の ように 聞え 出しました。 それ は 能 登 

守が 前に 聞いた のと 同じく、 この 屋敷の まわり を 走り 

廻る 捕手の 者が 駡リ 合う 声であります。 それに 加うる 

に、 この 屋敷の 長屋に 住んで いた 者まで が、 起きて 加 

わ つ て 罵り 噪 いでいる 様子であります。 

「なるほど」 

五十嵐 は それ を 聞く と、 観念 をした ものら しく あり 

ま ^9 

「これで は、 外へ 出られぬ」 

二人 は、 またも 暫く 沈黙して 室の 中が 静かに なり ま 



縁の下の 役 廻り は 斧 九 太夫 以来、 たいてい 相場が き 

ま， おか -パ 

まっている のであります。 これ は 手拭で 頰 被り をして 

いました けれど、 その 挙動に よっても わかる 通り、 さ 

いぜんから この辺に 忍んで、 何 か 様子 を 探って いた も 

のらし くあります。 廊下の 下から 本邸の 方 を 見上げて、 

なお キヨ 口 キヨ 口して いる 面 を 見れば、 それ は 役割の 

巿 五郎の 手先 をつ とめて いる 金 助と いう 折 助で ありま 

した。 

金 助 は 廊下の 縁の下から 顔 を 出した けれども、 また 

暗の 中へ 消えて 姿が 見え なくなりました。 しばらくす 

もぐ 

ると 奥庭の 方へ そっと 忍び入って、 また 縁の下へ 潜ろ 
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